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任
期
満
了
に
伴
う
町
長
選
挙

が
、
10
月
13
日
に
告
示
さ
れ
、
笹

川
洸
志
氏
以
外
の
立
候
補
届
出
が

な
く
、無
投
票
で
再
選
を
果
た
し
、

19
日
に
町
選
挙
管
理
委
員
会
の
緒

方
通
記
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

  

笹
川
町
長
は
前
回
選
挙
に
続
き

無
投
票
当
選
で
、
任
期
は
令
和
２

年
10
月
22
日
か
ら
令
和
６
年
10
月

21
日
ま
で
の
４
年
間
。

  

当
選
証
書
を
手
渡
し
た
緒
方
委

員
長
は
、「
少
子
高
齢
化
が
進
む

厳
し
い
情
勢
の
中
、
町
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
政
の
推
進
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
下
さ
い
。」
と

激
励
し
、
笹
川
町
長
も
「
今
後
の

４
年
間
は
新
た
な
気
持
ち
で
過
疎

化
対
策
な
ど
に
注
力
し
て
い
き
ま

す
。」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し

た
。

  

11
月
５
日
に
は
、
臨
時
町
議
会

に
お
い
て
第
３
期
笹
川
町
政
の
所

信
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
頂

き
、
無
投
票
と
い
う
形
で
、
引
き
続
き
町

政
運
営
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
無
投
票
で
の
当
選
は
「
１
０
０
％
の
町

民
の
信
頼
を
得
た
訳
で
は
な
い
も
の
」
と

気
を
引
き
締
め
、
皆
さ
ま
か
ら
任
さ
れ
た

重
責
を
厳
粛
に
受
け
止
め
、
全
力
を
挙
げ

て
町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　
私
は「
町
民
が
主
役
」で
、「
地
域
の
声
を
」

実
現
す
る
た
め
、「
常
に
未
来
を
」
考
え
る

こ
と
を
基
本
と
し
、「
孫
・
子
に
残
せ
る
遠

別
」
を
目
指
す
た
め
、
次
の
４
つ
の
柱
に

沿
っ
た
政
策
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
ず
第
１
に
「
人
々
の
声
が
響
き
渡
る

街
」
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
学

べ
る
教
育
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

立
地
の
選
定
を
含
め
た
、
遠
別
中
学
校
の

建
替
を
進
め
る
と
と
も
に
、
幼
児
セ
ン

タ
ー
、
小
学
校
、
中
学
校
と
遠
別
農
業
高

等
学
校
の
連
携
を
図
り
、
情
報
の
共
有
に

努
め
、
又
総
合
教
育
会
議
を
と
お
し
て
、

一
貫
し
た
教
育
環
境
が
構
築
で
き
る
よ
う

教
育
委
員
会
と
と
も
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境

を
構
築
す
る
た
め
、
保
護
者
の
負
担
軽
減

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
教
育
費
へ
の
支

援
に
取
り
組
み
、
思
い
や
り
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
日
本
最
北
の
農
業
高
校
で
あ

る
遠
別
農
業
高
等
学
校
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、関
係
機
関
・
地
域
・
行
政
が
連
携
し
、

支
援
体
制
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
第
２
に
「
快
適
な
生
活
空
間
の
確
保
」

と
し
て
、
民
間
事
業
者
と
の
連
携
を
図
り
、

民
間
賃
貸
住
宅
建
設
助
成
支
援
事
業
、
個

人
住
宅
へ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

を
継
続
し
、
雇
用
拡
大
の

阻
害
要
因
と
な
る
住
環

境
の
改
善
に
取
り
組

み
、
若
年
層
の
移
住

定
住
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
首
都
圏
か
ら

の
移
住
の
兆
し
や
社
会

情
勢
を
見
据
え
、
地
域

に
滞
在
す
る
人
口
を
増
や
す
た

め
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、テ
レ
ワ
ー

ク
へ
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
建
設
す
る
有
床
診
療
所
の
安
定

し
た
運
営
を
図
る
た
め
、
医
師
の
確
保
な

ど
医
療
体
制
を
確
立
し
、
町
民
の
皆
さ
ま

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
が

社
会
参
画
し
な
が
ら
、
楽
し
く
元
気
に
暮

ら
せ
る
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」
を
推
進
し
、

賑
わ
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
第
３
に
「
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
地

域
振
興
」
と
し
て
、
基
幹
産
業
で
あ
る
第

１
次
産
業
の
基
盤
整
備
へ
の
支
援
や
漁
港

の
整
備
促
進
に
よ
り
、
生
産
基
盤
を
安
定

さ
せ
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
活
性
や
雇

用
の
創
出
に
繋
げ
る
と
と
も
に
、
関
係
団

体
と
連
携
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ス

マ
ー
ト
農
業
の
推
進
を

図
り
、
新
規
就
農
者

や
後
継
者
の
育
成
に

取
り
組
み
、
次
世
代

に
繋
ぐ
産
業
づ
く
り

を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
商
店
街
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、

町
内
外
か
ら
の
起
業
者
を
支

援
す
る
起
業
化
支
援
事
業
補
助
を
継
続
し
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
観
光
拠
点
で
も
あ
る
道
の
駅
「
え

ん
べ
つ
富
士
見
」
を
中
心
に
周
辺
整
備
を

行
い
、
富
士
見
ヶ
丘
公
園
、
河
川
公
園
と

合
わ
せ
、
総
合
的
な
交
流
拠
点
と
し
て
、

観
光
・
交
流
人
口
の
拡
大
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
第
４
に
「
地
域
の
安
心
安
全
の
確
保
」

と
し
て
、Ｉ
Ｐ
告
知
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

防
災
対
策
を
推
進
す
る
ほ
か
、
避
難
所
の

快
適
化
を
図
る
た
め
、「
新
北
海
道
ス
タ
イ

ル
」
に
沿
っ
た
防
災
拠
点
及
び
避
難
所
の

あ
り
方
を
検
討
し
、
必
要
な
防
災
備
蓄
品

の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組

織
と
行
政
が
連
携
し
て
、
地
域
防
災
力
の

強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
と
と
も
に
空
き
家
と

な
っ
た
住
宅
の
再
利
用
な
ど
、
空
き
家
対

策
に
取
り
組
み
、
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る

に
は
、
地
方
創
生
・
人
口
減
少
対
策
へ
の

事
業
推
進
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
が
、

決
し
て
簡
単
な
取
り
組
み
で
は
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
私
を
は
じ
め
、
職
員
そ
れ
ぞ
れ
が
遠
別

町
発
展
の
た
め
、
企
画
立
案
・
行
政
運
営

に
携
わ
る
と
と
も
に
、
町
外
か
ら
ご
支
援

い
た
だ
い
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
最
大

限
に
活
用
し
、
町
民
・
議
会
・
行
政
が
連

携
す
る
こ
と
で
、「
孫
・
子
に
残
せ
る
遠
別
」

が
実
現
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
民
間
事
業
者
や
大
学
等
と
の
連

携
協
定
な
ど
に
よ
る
地
域
間
交
流
を
含
め

た
関
係
人
口
の
創
出
に
も
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
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し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
商
店
街
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、

町
内
外
か
ら
の
起
業
者
を
支

援
す
る
起
業
化
支
援
事
業
補
助
を
継
続
し
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
観
光
拠
点
で
も
あ
る
道
の
駅
「
え

ん
べ
つ
富
士
見
」
を
中
心
に
周
辺
整
備
を

行
い
、
富
士
見
ヶ
丘
公
園
、
河
川
公
園
と

合
わ
せ
、
総
合
的
な
交
流
拠
点
と
し
て
、

観
光
・
交
流
人
口
の
拡
大
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
第
４
に
「
地
域
の
安
心
安
全
の
確
保
」

と
し
て
、Ｉ
Ｐ
告
知
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

防
災
対
策
を
推
進
す
る
ほ
か
、
避
難
所
の

快
適
化
を
図
る
た
め
、「
新
北
海
道
ス
タ
イ

ル
」
に
沿
っ
た
防
災
拠
点
及
び
避
難
所
の

あ
り
方
を
検
討
し
、
必
要
な
防
災
備
蓄
品

の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組

織
と
行
政
が
連
携
し
て
、
地
域
防
災
力
の

強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
と
と
も
に
空
き
家
と

な
っ
た
住
宅
の
再
利
用
な
ど
、
空
き
家
対

策
に
取
り
組
み
、
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る

に
は
、
地
方
創
生
・
人
口
減
少
対
策
へ
の

事
業
推
進
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
が
、

決
し
て
簡
単
な
取
り
組
み
で
は
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
私
を
は
じ
め
、
職
員
そ
れ
ぞ
れ
が
遠
別

町
発
展
の
た
め
、
企
画
立
案
・
行
政
運
営

に
携
わ
る
と
と
も
に
、
町
外
か
ら
ご
支
援

い
た
だ
い
た
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
最
大

限
に
活
用
し
、
町
民
・
議
会
・
行
政
が
連

携
す
る
こ
と
で
、「
孫
・
子
に
残
せ
る
遠
別
」

が
実
現
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
民
間
事
業
者
や
大
学
等
と
の
連

携
協
定
な
ど
に
よ
る
地
域
間
交
流
を
含
め

た
関
係
人
口
の
創
出
に
も
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
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『
フ
レ
ッ
シ
ュ
市
場
『
花
菜
夢
』
最
終
営
業
日
』

　
６
月
14
日
か
ら
営
業
が
開
始

さ
れ
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
市
場
「
花

菜
夢
」
の
今
年
最
後
の
営
業
が

10
月
18
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま

し
た
。

　
今
年
も
、
色
と
り
ど
り
の
採

れ
た
て
新
鮮
野
菜
を
求
め
て
、

毎
週
多
く
の
客
が
訪
れ
、
販
売

会
場
は
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
、
11
日
に
営

業
を
終
了
す
る
予
定
で
し
た
が
、

毎
年
羽
幌
町
で
開
催
さ
れ
て
い

る
「
農
業
ま
る
ご
と
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
今
年
は
中
止
と
な
り
、

18
日
に
花
菜
夢
独
自
で
臨
時
開

催
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

臨
時
開
催
の
張
り
紙
を
目
に
し

た
お
客
さ
ん
は
「
来
週
も
あ
る

ん
だ
！
」
と
大
喜
び
。

　
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
、
毎
週

新
鮮
野
菜
を
届
け
て
く
れ
る
フ

レ
ッ
シ
ュ
市
場
「
花
菜
夢
」。
ま

た
来
年
の
営
業
が
待
ち
遠
し
い

で
す
。

　『第
71
回 

遠
別
中
学
校 

学
校
祭
』

　
10
月
４
日
、「
彩
〜
52

名
で
つ
く
り
上
げ
る
ス

テ
ー
ジ
〜
」
の
テ
ー
マ

の
も
と
、
第
71
回
学
校

祭
が
遠
別
中
学
校
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
来

校
者
の
制
限
や
演
目
ご

と
の
換
気
な
ど
感
染
防

止
対
策
を
十
分
に
行
っ

た
う
え
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
状
況
の
中
で

す
が
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
が
ダ
ン
ス
や
演
劇
、

合
唱
な
ど
の
練
習
に
前

向
き
に
取
り
組
み
、
最

高
の
ス
テ
ー
ジ
を
つ
く

り
上
げ
、
例
年
と
は
少

し
異
な
る
形
式
で
の
学

校
祭
に
は
な
り
ま
し
た

が
、
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
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『
ぷ
ち
ひ
よ
ク
ラ
ブ
』

　10
月
27
日
、
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
で
妊
産
婦
教
室
「
ぷ
ち
ひ

よ
ク
ラ
ブ
」
が
開
催
さ
れ
、「
親

も
子
も
楽
で
喜
ぶ
だ
っ
こ
と
お

ん
ぶ
・
マ
マ
の
か
ら
だ
ス
ッ
キ

リ
体
操
」
を
行
い
ま
し
た
。

　育
児
中
の
お
母
さ
ん
や
妊
婦

さ
ん
、
子
ど
も
た
ち
計
18
人
が

参
加
し
、
健
康
運
動
指
導
士
で

あ
る
門
間
奈
月
氏
の
指
導
の
も

と
、
子
ど
も
の
発
達
の
過
程
に

つ
い
て
学
ん
だ
り
、
身
体
を
ほ

ぐ
す
ス
ト
レ
ッ
チ
（
体
操
）
を

し
て
、
日
々
の
育
児
の
疲
れ
を

癒
す
と
と
も
に
、
お
子
さ
ん
と

触
れ
合
い
な
が
ら
一
緒
に
楽
し

み
ま
し
た
。

　お
子
さ
ん
の
今
後
の
発
達
を

促
す
た
め
に
重
要
な
〝
関
わ
り

方
〞
を
学
ん
だ
参
加
者
か
ら
は
、

「
家
で
も
早
速
実
践
し
て
み
た

い
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
、
元

気
に
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
姿
を

見
な
が
ら
、
心
も
身
体
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
よ
う
で
し
た
。

　『さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
』

　10
月
20
日
、
15
名
の
小
・
中

学
生
が
集
ま
り
、「
さ
わ
や
か

ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
の
体
験
教
室
の
内
容
は

〝
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
〞
と
い
う
野

球
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
似
た
球

技
。
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
テ
ィ
ー
の

上
に
置
か
れ
た
、
止
ま
っ
て
い

る
ボ
ー
ル
を
打
ち
、
点
数
を
競

う
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ
で

す
。　子

ど
も
た
ち
は
、
慣
れ
な
い

動
き
、
ル
ー
ル
に
戸
惑
い
な
が

ら
も
、
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
、

果
敢
な
プ
レ
ー
で
さ
わ
や
か
な

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　町
教
育
委
員
会
主
催
の
こ
の

教
室
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
の
幅
広
い
年
代
層
を
対
象
と

し
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
楽

し
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
ス

ポ
ー
ツ
に
挑
戦
し
て
み
た
い
方

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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『納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象になります』
　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康保険や厚生年金などの社会保険料を納めた

場合と同様に、社会保険料控除としてその年の課税所得から控除され、税額が軽減されます。

　控除の対象となるのは、令和２年１月から令和２年１２月までに納められた保険料の全額です。

過去の年度分や追納された保険料も含まれます。

　また、ご自身の保険料だけではなく、ご家族（配偶者やお子様等）の負担すべき国民年金保険料を支払ってい

る場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。

　なお、本年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるためには、年末調整や確定申告を

行うときに、領収証書など保険料を支払ったことを証明する書類の添付が必要となります。

　このため、令和２年１月１日から令和２年９月３０日までの間に国民年金保険料を納付された方には、１１月上旬

に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送られる予定ですので、申告書の提出の

際には必ずこの証明書または領収証書を添付してください。（９月下旬から１０月上旬にかけてコンビニエンススト

アで国民年金保険料を納付された一部の方は、１１月中旬頃送られる予定です。）

　また、令和２年１０月１日から令和２年１２月３１日までの間に、今年はじめて国民年金保険料を納められた方へは、

翌年の２月上旬に送られる予定です。

　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一のときにも心強い味方となる制度です。保

険料は納め忘れのないようキチンと納めましょう。

■　日本年金機構　稚内年金事務所　☎０１６２－３２－１９４１

『無料法律相談会のお知らせ』
～弁護士が無料での相談を実施します～

◆日　　　時　　令和２年１２月２日（水曜日）　　午後１時３０分～午後３時３０分（お一人様３０分）

◆場　　　所　　天塩郡遠別町字本町４丁目１番地の 25

　　　　　　　　遠別町生涯学習センター　マナピィ・２１

◆担当弁護士　　稚内ひまわり基金法律事務所　　弁護士　小田桐　誠（旭川弁護士会所属）

◆相　談　例　　借金問題、離婚問題、相続に関する問題、交通事故、労災、刑事事件、悪徳商法、

　　　　　　　　ご近所トラブル、賃貸借（土地・アパート・マンションなど）　その他

稚内ひまわり基金法律事務所
０１６２－２４－７９００

※　予約がない場合でも相談はお受けいたしますが、予約され
た方を優先しますので事前予約の上お越し下さい。

《ご予約・お問い合わせは･･･》《ご予約・お問い合わせは･･･》

主催：旭川弁護士会
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No.３
　先日、農家さんから、仕事のお礼にと新鮮な「かぼちゃ」をいただきました。
　早速、ゆでて食べたところ、味が濃くて甘くて美味しい、しかも、体が喜ぶというか、元気
がみなぎる感じがしました。食欲の秋だからでしょうか？

　秋には、収穫される食材が多く、食べる楽しみから「味覚の秋」とも言いますが、「味覚」
について、もうひとホリしてみます。

　さて、日本には「身土不二」と言う言葉があります。もともとは仏教用語で、
土地と人とは切り離せないと言う意味ですが、明治以降、その土地で季節に
とれた食べ物は、最も味が良く、体にもいいと言う意味で使われています。

　なお、何を食べれば体にいいのか、最新の医学的研究では、新鮮な野菜、
果物類、魚、ナッツ類、非精製の米や麦は体にいいと科学的に証明されました。

つまるところ、その土地で季節にとれた食べものは、一番新鮮なので体にいいということにな
ります。

　ところで、アメリカの医学者、自然治癒力研究の祖アンドルー・ワイル博士はこう言ってい
ます。「知性でなく感性で食べよう‼」と。
「何を食べれば、体にいいという唯一の正解はない、人それぞれである」
「味覚と嗅覚は、何が自分の体にいいかを教えてくれる優秀なガイドである。それを信用する
ことだ。感性を磨き、感覚に注意を払って、体の知恵に耳を傾けなさい」と。

　つまり、「味覚」とは、必要なものを必要な量だけ、摂取する力であり、
生命維持能力なんです。
　反対に言うと、味覚が正しく働けば、美味しいと感じる食べ物は体に
いいということになります。
　しかし残念なことに、現代人は、過剰な科学添加物や合成保存料などの影響で、本来の味覚
は失われていると言われていますが・・・・・

　その点、私達は身体にいい地元の新鮮な食材が手に入りやすく、恵まれていますよね。これ
からの季節、まだまだ秋の味覚をじっくり味わいたいものです。

記事：広報委員　堀　政志　／　イラスト：ＮＰＯ地域おこし協力隊　坪田　麻美

※参考文献　　ナチュラル・メディスン（アンドルー・ワイル）、
　　　　　　　世界一シンプルで科学的に証明された究極の食事（UCLA教授 /医師　津川友介）他。
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健康のススメこころもからだも元気が一番

～健康のお悩みありませんか～
　新型コロナウイルス感染症の広がりが収まらないまま、インフルエンザ等冬期の感染症
の流行時期に入ります。感染症対策のため、様々な規制・自粛があり、これまでとは違う
生活を強いられる中で、不安や疲れを感じている方がいらっしゃるのではないでしょうか。
　ストレス状態が長く続くと、気持ちやからだ、考え方に変調をきたすことも・・・
　感染症対策をはじめ、困ったときの相談場所等の情報をまとめました。ご活用ください。

◆ まずは感染症対策！（広報５月号をもう一度チェック！）

① 石鹸を使い、手のひらだけではなく、手の甲・
指先・爪の間・指の間・手首まで、

② 30 秒以上かけて、しっかり洗いましょう。
② 十分に水で流し、ペーパータオルや清潔なタ

オルで、よくふき取りましょう。

正しい手の洗い方
① マスクは鼻と口を確実におおいましょう。
② マスクがない時は、ティッシュやハンカチなどを

使って、
③ どちらもない時は、袖や上着の内側で、鼻と口

をおおってください。
④ 周囲からはなるべく離れましょう。

咳エチケット

① 密閉空間（換気の悪いところ）　② 密集場所（大勢が集まるところ）
③ 密接場面（間近で会話や発声）　※濃厚接触は「１ｍ以内、マスクなし、１５分以上の会話」

３つの「密」は避けましょう

◆ 予防接種関係の情報
●　ヒトパピローマウイルス（子宮頸がん予防）ワクチンについて
　平成 25 年に定期接種になったワクチンですが、現在接種部位以外の体の広い範囲で持続する疼痛の副
反応症例等について十分に情報提供できない状況にあり、積極的な勧奨が一時的に差し控え中です。
　ただ、定期接種でありますので、対象年齢帯で希望される方は、遠別町役場福祉課保健指導係へお問い
合わせ下さい。

令和２年度　接種対象者　
平成１６年４月２日（高校１年生）～平成２０年４月１日生（小学６年生）の女子

（１２歳となる日の属する年度の初日から、１６歳となる日の属する年度の末日まで
の間にある女子）※標準的な接種期間は中学１年生

◎詳しくはこちら…　★　厚生労働省　ホームページ　★
　 ヒトパピローマウイルス感染症～子宮頸がん（子宮けいがん）と HPV ワクチン～
　　 https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou28/index.html

●　令和 2 年 10 月 1 日より、予防接種法施行令が一部改正になりました
　①ロタウイルスワクチンの定期接種化（令和 2 年 8 月1日生　以降の方が対象）
　②異なるワクチンの接種間隔の改正

注射の「生」ワクチン（BCG、麻しん・風しん、水ぼうそう、おたふくかぜ等）の接種後、違う種類の
注射の「生」ワクチンの接種を受ける時のみ「２７日 (４週間 ) 以上あけてから」接種してください。

　※それ以外のワクチン（不活化ワクチン・経口生ワクチン）の間隔には制限がなくなりました。
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健康のススメこころもからだも元気が一番

◆ 生きづらさを感じたり、人には言えないお悩みの相談先・・・

◎ 自殺予防 いのちの電話 ◎
・ナビダイヤル ( 有料 )：0570-783-556
（毎日・午前 10 時～午後 10 時）

・フリーダイヤル ( 無料 )：0120-783-556
（毎日・午後 4 時～午後 9 時
毎月 10 日・午前 8 時～翌日午前 8 時）

・北海道いのちの電話：011-231-4343
（毎日・24 時間）

・旭川いのちの電話：0166-23-4343
( 月～木・午前 9 時～午後 3 時半 
金土日・祝日 24 時間 )

悩みを抱えたときの相談先

◆ 健康づくりにご活用ください　★ ほっかいどう健康づくりツイッター ★
○北海道では、道民の健康づくりに有益な情報を、SNS を利用する幅広い世代に目的に情報発信するため、

令和２年４月より、ツイッターアカウント「ほっかいどう健康づくりツイッター」を開設いたしました。
○本アカウントでは、「栄養・食生活」「運動」「休養」「歯科保健」「受動喫煙防止対策」といった健康づく

りに関する内容の他、がん・生活習慣病などの疾病予防に向けた生活習慣に関する情報について発信し
ています。

○ぜひ本アカウントをフォローいただき、まずは“見る”ことから健康づくりを始めませんか？
　次のウェブサイトアドレス（URL）もしくは QR コードからアクセスください。
　https://twitter.com/Hokkaido_health

○ 生活でお困りの方は、お住まいの自治体の相談窓口に
○ 生きていることさえつらい、しんどいという方は、「こころの健康相談統一ダイヤル」や「自殺対策のＳＮ

Ｓ相談」などに、あなたの不安やつらい気持ちを伝えてください。

◎よりそいホットライン ◎
　フリーダイヤル：0120-279-338
　（24 時間、IP 電話などからは
　 050-3655-0279）

◎ こころの健康相談 ◎
　0570-064-556
　（月～金・午前 9 時～午後 9 時
　 土日祝日・午前 10 時から午後 4 時）
　※ 12 月 29 日～ 1 月 3 日を除く

◎生きづらびっと◎
LINE アカウント@yorisoi-chat で友達登録

（日、月、火、木、金・午後 5 時～午後 10 時半、　水・午前 11 時～午後 4 時半）

○詳しくは、最寄りの道立保健所
　（☎０１６４－４２－８３２６）に

お問い合わせください。

＞＞＞ 各種相談は保健師まで　…　遠別町役場福祉課保健指導係　電話：７―２１２５
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◆
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害

補
償
等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

◆
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

◆
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

◆
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

・
小
田
中
紀
仁
氏
（
本
町
６
）
の
任

命
に
つ
い
て
同
意
し
た
。

【
一
般
会
計
】

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業

・
幼
児
セ
ン
タ
ー
空
調
換
気
設
備
設

置
工
事　

 

１
，
３
０
０
万
円
新
規

・
小
学
校
空
調
換
気
設
備
設
置
工
事

　
　
　

１
，
７
５
０
万
円
新
規

・
小
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末

５
９
４
万
６
千
円
新
規

・
中
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末

３
０
８
万
９
千
円
新
規

・
持
続
化
給
付
金

５
，
４
０
０
万
円
新
規

◆
景
気
浮
揚
経
済
活
性
化
対
策
事
業

補
助
金　
　
　
　

３
３
０
万
円
増

　
９
月
９
日
か
ら
11
日
ま
で
の
３
日

間
を
会
期
と
し
て
開
催
し
、
報
告
４

件
、
同
意
１
件
、
規
約
変
更
３
件
、

条
例
改
正
１
件
、
補
正
予
算
３
件
、

各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
７
件
、

意
見
案
４
件
、
発
議
１
件
の
合
計
24

件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
、
閉
会
し
た
。
一
般
質

問
は
白
井
議
員
、
山
本
議
員
の
２
名

が
行
っ
た
。

◆
継
続
費
精
算
報
告
書
に
つ
い
て

◆
令
和
元
年
度
健
全
化
判
断
比
率
の

報
告
に
つ
い
て

◆
令
和
元
年
度
資
金
不
足
比
率
の
報

告
に
つ
い
て

◆
教
育
委
員
会
の
活
動
状
況
に
関
す

る
点
検
・
評
価
報
告
書
（
令
和
元

年
度
対
象
）
に
つ
い
て

◆
遠
別
町
立
診
療
所
建
設
候
補
予
定

地
の
選
定
に
つ
い
て

◆
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
に
伴
う
車
両

の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

◆
令
和
２
年
度
普
通
交
付
税
等
の
決

定
に
つ
い
て

◆
遠
別
農
業
高
等
学
校
海
外
研
修
の

国
内
研
修
へ
の
変
更
に
つ
い
て

第
５
回
定
例
会

報　
告

議会の主な動き
( 令和 2 年８月～令和２年１０月）

８月１９日
戦没者・功労者追悼式に議長
外議員６名出席

８月２５日
第６回議会全員協議会開催

８月２７日
第３回議会運営委員会開催

９月１１日
総務産業・文教厚生常任委員会
合同町内所管事務調査を実施

１０月９日
第８回議会報発行特別委員会
開催

１０月２７日
第９回議会報発行特別委員会
開催

１０月３０日
第７回議会全員協議会開催

審
議
事
項

主
な
補
正
予
算

行
政
報
告
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議会からのたより
第44号

議会を傍聴
してみませんか

次の定例会は12月中旬 の開催予定です。

【お問い合わせ】
　議会事務局
　電　話　７－２１４７（直通）
　メール　gikai@town.embetsu.

hokkaido.jp

◆
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め

る
意
見
書

　
　

提
出
者
山
下
議
員

　
　

賛
成
者
小
森
議
員　

山
本
議
員

◆
種
苗
法
の
改
正
に
関
す
る
意
見
書

　
　

提
出
者 

木
村
議
員

　
　

賛
成
者 

山
本
議
員
、白
井
議
員

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な

悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確
保

を
求
め
る
意
見
書

　
　

提
出
者 

小
森
議
員

　
　

賛
成
者 

柏
谷
議
員
、山
本
議
員

◆
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
道
路
の
整

備
等
に
関
す
る
意
見
書

　
　

提
出
者 

小
森
議
員

　
　

賛
成
者 

柏
谷
議
員
、山
本
議
員

意
見
案

海
外
研
修
の
国
内
研
修
へ

の
変
更

　
教
育
委
員
会
か
ら
遠
別
農
業
高

等
学
校
海
外
研
修
の
国
内
研
修
へ

の
変
更
に
つ
い
て
報
告
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
遠
別
農
業
高
等

学
校
の
海
外
研
修
は
、
教
育
振
興

会
事
業
の
生
徒
募
集
の
一
環
と
し

て
、
在
学
中
に
お
け
る
海
外
の
農

業
研
修
と
現
地
高
校
生
と
の
交
流

を
目
的
に
、
平
成
６
年
か
ら
開
始

さ
れ
、
毎
年
３
年
生
全
員
が
研
修

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。今
年
度
は
、

夏
休
み
期
間
中
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
を
訪
問
す
る
予
定
で
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
よ
り
、
海
外
へ
の
渡
航
は
困

難
で
あ
る
こ
と
か
ら
今
年
度
の
海

外
研
修
を
中
止
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
海
外
研
修
の
中
止
を
受
け

て
、
教
育
振
興
会
、
学
校
と
協
議

し
た
結
果
、
３
年
間
の
集
大
成
で

あ
る
研
修
機
会
を
な
く
す
こ
と
は

望
ま
し
く
な
い
と
判
断
し
、
国
内

研
修
に
変
更
し
て
新
た
な
研
修
地

を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
全
国
各
地
に
お
い

て
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
最
終
的
な
研
修
開
催
の
可
否

に
つ
い
て
は
、
10
月
に
感
染
状
況

等
を
再
度
確
認
し
、
決
定
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。
以
上
、
今

年
度
の
遠
別
農
業
高
等
学
校
の
海

外
研
修
に
つ
い
て
は
、
国
内
研
修

に
変
更
す
る
こ
と
と
し
、
各
地
の

感
染
状
況
を
見
な
が
ら
開
催
可
否

を
判
断
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の

で
、
ご
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

教
育
長
か
ら
の
行
政
報
告
（
抜
粋
）
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第  

５  

回  

定  

例  

会  「  

一  

般  

質  

問  

」

全
国
的
に
過
去
に
建
設
さ
れ
た

公
共
施
設
が
大
量
に
更
新
時

期
を
迎
え
る
一方
、
財
政
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、

今
後
人
口
減
少
に
よ
り
公
共
施
設
等

の
利
用
需
要
が
変
化
し
て
い
く
。
総

務
省
で
は
、
公
共
施
設
等
の
全
体
を

把
握
し
、
長
期
的
な
視
点
で
更
新
、

統
廃
合
、
長
寿
命
化
な
ど
の
計
画
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
財
政
負
担
を
軽

減
、
平
準
化
す
る
と
と
も
に
、
公
共

施
設
等
の
最
適
な
配
置
を
実
現
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定
を
各
市

町
村
に
要
請
し
、
本
町
で
は
平
成
29

年
３
月
に
遠
別
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
、
維
持
管
理
を
す
る
公
共
施
設

に
対
し
、
定
期
的
に
劣
化
度
、
利
用

度
、
コ
ス
ト
等
の
評
価
を
実
施
し
、

結
果
に
応
じ
て
個
別
計
画
を
見
直
す

と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
富
士
見
ヶ

丘
公
園
の
野
外
ス
テ
ー
ジ
及
び
野
鳥

観
察
小
屋
の
今
後
の
管
理
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。
清
川
と
中
央
に
あ
る

浄
水
施
設
の
管
理
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

　
ま
た
、
遠
別
中
学
校
は
、
総
合
管

理
計
画
で
計
画
的
な
施
設
の
更
新
を

進
め
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
第
６
期

遠
別
町
総
合
計
画
で
は
新
築
事
業
が

先
送
り
に
な
っ
て
い
る
。
校
舎
の
新

築
を
い
つ
頃
と
考
え
て
い
る
か
。

公
共
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
人
口
減
少
や
施

設
の
老
朽
化
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ま
ち

づ
く
り
の
方
針
に
併
せ
て
計
画
的
に

管
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
当

町
に
お
い
て
も
国
の
指
針
に
基
づ
き
、

遠
別
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

を
策
定
し
、
長
期
的
な
イ
ン
フ
ラ
の

維
持
、
更
新
等
を
検
討
し
、
費
用
の

平
準
化
を
図
り
つ
つ
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
健
全
な
行
財
政
運
営
を

進
め
て
い
る
。
計
画
の
策
定
時
に
お

い
て
、
今
後
、
廃
止
予
定
及
び
休
止

の
施
設
に
つ
い
て
は
、
当
該
計
画
か

ら
は
除
い
た
計
画
と
し
て
い
る
。

　

野
外
ス
テ
ー
ジ
及
び
野
鳥
観
察
小

屋
の
今
後
の
管
理
は
、
道
の
駅
え
ん

べ
つ
富
士
見
を
含
め
、
富
士
見
ヶ
丘

公
園
を
一
体
と
し
て
施
設
の
整
備
、

管
理
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

野
外
ス
テ
ー
ジ
は
、
老
朽
化
が
著
し

い
状
況
で
、
利
用
の
変
化
を
踏
ま
え
、

第
６
期
総
合
計
画
で
は
解
体
す
る
予

定
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
野
鳥
観
察

小
屋
に
つ
い
て
は
、
公
園
施
設
全
体

を
含
め
た
利
用
状
況
や
老
朽
化
を
考

慮
し
、
対
策
を
検
討
し
た
い
。

　

次
に
、
清
川
に
あ
る
旧
啓
明
浄
水

場
に
つ
い
て
、
啓
明
地
区
国
営
農
地

開
発
事
業
に
よ
り
、
北
部
地
区
の
雑

用
水
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
、
昭
和

60
年
に
本
町
に
譲
渡
さ
れ
た
。
平
成

７
年
に
本
町
地
区
浄
水
場
か
ら
の
配

水
に
統
合
し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
は

使
用
し
て
い
な
い
。
施
設
を
撤
去
す

る
場
合
、
取
水
施
設
や
道
道
遠
別

中
川
線
の
導
水
管
の
撤
去
も
必
要
と

な
り
、
道
と
の
協
議
を
要
す
る
の
で
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

中
央
浄
水
場
に
つ
い
て
は
、
昭
和
53

年
に
中
央
地
区
の
簡
易
水
道
施
設
と

し
て
整
備
さ
れ
、
平
成
12
年
に
本
町

地
区
浄
水
場
か
ら
の
配
水
に
統
合
し

た
こ
と
か
ら
、
現
在
使
用
し
て
い
な

い
が
、
緩
速
ろ
過
方
式
に
よ
る
た
め

非
常
時
の
予
備
施
設
と
し
て
休
止
し

て
い
る
。

　

遠
別
中
学
校
の
校
舎
改
築
に
つ
い

て
は
、
国
庫
補
助
を
申
請
す
る
た
め

個
別
施
設
計
画
を
策
定
す
る
必
要
が

あ
り
、
現
在
、
策
定
業
務
を
委
託
し
、

作
業
を
進
め
て
い
る
。
今
年
度
、
町

立
診
療
所
建
設
基
本
設
計
に
着
手
し

て
い
る
が
、
校
舎
の
改
築
時
期
は
、

財
政
状
況
を
見
な
が
ら
診
療
所
建
設

後
、
早
急
に
基
本
計
画
に
着
手
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
く
。

町
政
を
問
う

問

答

白井議員　 問 公共施設の総合的管理について

笹川町長　 答 利用状況、老朽化を考慮し解体を含め、対策を検討

富士見ヶ丘公園
野外ステージ
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障
が
い
者
や
難
病
を
抱
え
た
方

が
必
要
な
支
援
を
予
め
記
載

し
、
緊
急
時
や
災
害
時
に
提
示
し
て

周
囲
の
配
慮
や
手
助
け
を
得
や
す
く

す
る
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
が
あ
る
。
ま
た
、

障
が
い
者
の
中
で
も
特
に
外
見
上
で

は
分
か
ら
な
い
義
足
、
内
部
障
が
い

の
方
な
ど
、
日
常
生
活
や
緊
急
時
に

周
囲
に
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
事

を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
も
あ
る
。
多
く
の
方
が
ヘ
ル

プ
カ
ー
ド
や
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
身
に

着
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
認
知

度
が
広
が
り
、
偏
見
も
徐
々
に
な
く

な
っ
て
い
く
と
考
え
る
。
平
成
24
年

10
月
か
ら
東
京
都
が
導
入
し
、
北
海

道
で
も
平
成
29
年
度
か
ら
導
入
、
各

市
町
村
で
配
布
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
当
事
者
も
含

め
、
未
だ
に
存
在
を
知
ら
な
い
人
が

い
る
。
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
、ヘ
ル
プ
マ
ー

ク
の
周
知
に
お
け
る
取
り
組
み
は
ど

の
様
に
行
っ
て
い
る
か
。

本
町
で
は
、
北
海
道
の
取
り

組
み
に
合
わ
せ
て
、
平
成
29

年
10
月
19
日
か
ら
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
及

び
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
配
布
を
福
祉
課

の
窓
口
で
行
っ
て
い
る
。
広
報
え
ん

べ
つ
に
よ
る
周
知
の
ほ
か
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
を
し
て
お
り
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
様

式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
、
よ
り
多
く
の
方
が
ヘ
ル
プ
マ
ー

ク
及
び
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
周
知
を
図
っ
て

い
る
。
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
及
び
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
に
つ
い
て
、
周
囲
の
方
に
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
具
体

的
に
知
ら
せ
る
こ
と
で
援
助
を
安
心

し
て
受
け
ら
れ
、
ま
た
、
支
援
す
る

人
も
、
ど
う
支
援
し
た
ら
よ
い
か
を

理
解
し
、
安
心
し
て
手
助
け
で
き
る

た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
有
効
で
あ

る
。
日
常
生
活
だ
け
で
は
な
く
、
災

害
時
の
活
用
も
想
定
さ
れ
る
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
及
び
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
必
要

と
し
て
い
る
方
だ
け
で
は
な
く
、
周

囲
で
そ
の
マ
ー
ク
を
見
た
町
民
の

方
々
が
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
及
び
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
を
理
解
し
て
い
な
い
と
意
味

が
な
い
た
め
、
認
知
度
を
一
層
高
め

ら
れ
る
よ
う
周
知
し
て
い
き
た
い
。

再　
質　
問

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
、
ヘ
ル
プ
カ
ー

ド
が
日
常
生
活
の
中
で
普
及

す
れ
ば
、
緊
急
時
、
特
に
災
害
時
に

大
い
に
役
立
ち
、
ま
た
、
円
滑
な
支

援
を
展
開
で
き
る
と
考
え
る
。
答
弁

の
中
で
認
知
度
を
一
層
高
め
ら
れ
る

よ
う
に
周
知
し
て
い
く
と
の
事
だ

が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
周
知
す
る
の

か
、
具
体
的
な
案
が
あ
れ
ば
伺
う
。

庁
舎
内
に
お
い
て
福
祉
課
向

か
い
の
壁
に
ポ
ス
タ
ー
を
１

枚
掲
示
し
て
い
る
が
、
な
ご
ー
み
な

ど
の
施
設
に
は
ポ
ス
タ
ー
が
な
く
、

ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
は
北
海
道
が
作
成

し
て
い
る
た
め
、
在
庫
が
あ
れ
ば
要

請
し
、
各
施
設
に
掲
示
す
る
。
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
し
て
も
目
に
止
め
な
け

れ
ば
、
内
容
の
理
解
に
な
ら
な
い
た

め
、
身
体
障
が
い
者
の
協
会
、
老
人

ク
ラ
ブ
な
ど
各
関
係
団
体
に
周
知
を

行
う
。こ
の
マ
ー
ク
及
び
カ
ー
ド
は
、

東
京
都
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
全
国

に
波
及
し
て
い
る
が
、
東
京
都
と
本

町
と
比
較
す
る
と
、
社
会
性
の
違
い

が
あ
り
、
町
内
の
方
は
、
誰
が
、
ど

の
よ
う
な
障
が
い
を
も
っ
て
る
か
理

解
さ
れ
、
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
い

る
状
況
も
あ
り
、
東
京
都
と
は
若
干

違
う
と
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
、ヘ
ル
プ
カ
ー

ド
が
地
域
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
、
障

が
い
を
も
つ
方
々
と
の
繋
が
り
、
結

び
つ
き
に
な
り
得
る
た
め
、
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
、
各
関
係
団
体
に
周
知

し
、
さ
ら
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

問

答

山本議員　 問 ヘルプマーク、ヘルプカードの普及について

笹川町長　 答 ポスターの掲示、関係団体に周知する。

答 問

ヘルプカード・ヘルプマーク
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【
一
般
会
計
（
歳
出
）】

― 

商
　
工
　
費 

―

旭
温
泉
の
維
持
補
修

指
定
管
理
者
の
対
応
は
？

小
森
委
員

Ｑ　

旭
温
泉
に
は
、
毎
年
、
修
繕
経

費
ま
た
は
物
品
の
更
新
等
か
な
り
の

経
費
を
か
け
て
い
る
。
そ
れ
に
指
定

管
理
業
者
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
も

含
め
、
こ
の
ま
ま
い
く
と
修
繕
に
関

し
て
ず
っ
と
町
の
方
で
持
ち
出
し
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
指
定
管
理
者

の
指
定
管
理
費
の
中
で
何
か
対
応
し

た
部
分
、
で
き
た
部
分
と
い
う
の
は

な
か
っ
た
の
か
。

小
森
経
済
課
長

Ａ　

協
定
の
中
で
は
、
10
万
円
以
下

の
小
規
模
な
補
修
関
係
に
つ
い
て

は
、
指
定
管
理
者
に
お
い
て
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。
た
だ
看
板
や
10
万

円
を
超
え
る
大
き
な
部
分
に
関
し
て

は
、
町
側
の
方
で
対
応
す
る
形
で
進

め
て
い
る
。

笹
川
町
長

Ａ　

旭
温
泉
の
補
修
に
関
し
て
は
、

段
々
補
修
費
が
上
が
っ
て
き
て
い
る

と
い
う
現
状
が
あ
る
。
や
は
り
施
設

全
体
、
建
物
全
体
も
老
朽
化
し
て
き

て
い
る
と
い
う
事
の
表
れ
だ
と
押
さ

え
て
い
る
。

　

私
自
身
も
旭
温
泉
が
こ
の
ま
ま
で

い
い
の
か
、
お
湯
に
つ
い
て
の
人
気

度
は
高
い
の
で
、
こ
の
ま
ま
い
つ
ま

で
い
く
と
い
う
こ
と
は
明
示
で
き
な

い
が
、い
ず
れ
か
の
時
点
に
お
い
て
、

大
規
模
改
修
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

と
思
っ
て
い
る
。
い
つ
と
い
う
こ
と

は
申
し
上
げ
る
状
況
で
は
な
い
こ
と

も
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

― 

農
林
水
産
費 

―

酪
農
発
電
機
導
入
事
業

小
森
委
員

Ｑ　

予
算
額
と
ほ
ぼ
増
減
な
く
、
導

入
台
数
12
台
の
予
算
を
組
ん
だ
と

思
っ
て
い
る
が
、
負
担
割
合
は
、
国
、

農
家
、
農
協
、
町
と
あ
る
。
そ
の
中

で
、
酪
農
家
戸
数
は
12
戸
で
は
な
い

と
考
え
る
が
、
事
業
に
乗
ら
な
か
っ

た
、
乗
れ
な
か
っ
た
理
由
は
？

小
森
経
済
課
長

Ａ　

農
協
の
方
か
ら
全
て
の
農
家
に

聞
き
取
り
を
行
っ
て
い
る
。
12
件
の

内
、
12
台
入
れ
た
が
、
２
台
分
は
お

互
い
２
戸
で
共
用
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
14
戸
分
対
応
で
き
る
状
況
で
、

既
に
導
入
さ
れ
て
い
る
方
も
数
件
聞

い
て
い
る
。

　

今
後
、
離
農
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
借
り
て
、
自
力
で
対
応
し
て
い

く
と
い
う
声
も
踏
ま
え
、
現
状
、
12

台
、
14
戸
分
の
対
応
で
い
く
と
い
う

こ
と
で
、
全
て
の
農
家
の
意
向
を
聞

い
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

― 

教
　
育
　
費 

―

費
用
対
効
果
は
？

見
直
す
時
期
で
は
？

山
本
委
員

Ｑ　

さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
運

営
補
助
金
に
つ
い
て
、
１
３
０
万
弱

の
金
額
は
、
費
用
対
効
果
と
し
て
は

ど
う
か
。
毎
年
思
う
が
、
今
年
は
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
だ
が
、
参
加
人

数
も
大
変
な
中
集
ま
り
、
ま
た
、
マ

ン
ネ
リ
と
い
う
の
も
あ
り
、
見
直
す

時
期
に
来
て
る
と
感
じ
て
い
る
が
、

そ
の
辺
は
ど
う
か
。

瀧
川
教
育
次
長

Ａ　

過
去
に
も
こ
う
い
う
話
が
あ

り
、
10
年
く
ら
い
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
取
っ
て
い
る
。
そ
の
時
の
中

で
、
継
続
し
て
欲
し
い
と
い
う
意
見

が
実
際
多
か
っ
た
の
で
、
継
続
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
、
体
育
協

会
の
会
長
も
町
内
会
の
会
長
を
や
っ

て
い
て
、
町
内
連
合
会
の
中
で
も
、

批
判
的
な
意
見
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
継
続
を
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
一
年
に
一
回
で
も
や
は
り
懇
親

令
和
元
年
度　
各
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会　
９
月
10
日
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を
深
め
る
と
い
う
場
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
そ
れ
だ
け
の
費
用
対
効
果
は

あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。

【
国
保
病
院
会
計
（
総
括
）】

新
し
い
診
療
所
に
向
け
て

経
営
状
況
の
精
査
を

小
森
委
員

Ｑ　

決
算
数
字
的
に
は
、
黒
字
決
算

に
な
っ
て
い
る
が
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
出
し
が
あ
る
と
い
う
こ

と
、
毎
年
今
ま
で
財
政
的
な
部
分
で

あ
ま
り
よ
く
な
い
数
字
が
あ
が
っ
て

き
て
い
る
中
、
30
年
も
だ
が
、
元
年

度
の
収
支
の
状
況
を
把
握
し
、
今
ま

で
の
経
営
状
態
、
ど
の
よ
う
な
と
こ

ろ
が
良
い
の
か
悪
い
の
か
。
患
者
さ

ん
の
数
は
ど
う
か
。
患
者
さ
ん
が
地

方
に
行
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も

含
め
、
キ
チ
ッ
と
整
理
を
し
て
お
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
こ
ろ
だ
と
思

う
。
改
め
て
元
年
度
の
決
算
に
基
づ

い
て
、
考
え
て
お
く
べ
き
で
は
な
い

の
か
。
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

笹
川
町
長

Ａ　

こ
れ
は
病
院
の
経
営
と
い
う

か
、
私
の
思
い
の
中
、
政
策
的
な
流

れ
の
中
で
や
は
り
病
院
と
い
う
の
は

住
民
の
皆
さ
ん
方
の
命
を
守
る
と
い

う
意
味
に
お
い
て
、
な
ん
と
か
、
ど

の
よ
う
な
形
で
も
死
守
し
た
い
と
い

う
思
い
で
ず
っ
と
や
っ
て
き
た
。
そ

の
や
っ
て
き
た
中
に
は
、
言
及
さ
れ

た
よ
う
に
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
病
院
と

し
て
の
収
支
が
成
り
立
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
誰
が

見
て
も
、
誰
が
考
え
て
も
言
わ
れ
る

と
お
り
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

他
方
、
町
民
の
皆
さ
ん
方
の
命
を

守
る
と
い
う
こ
と
と
な
る
と
、
そ
の

お
金
と
は
ま
た
違
っ
た
意
味
で
、
こ

の
病
院
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
こ

と
に
も
な
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
辺

を
ど
う
調
整
す
る
か
に
つ
い
て
は
、

私
ひ
と
り
の
問
題
で
は
な
く
、
や
は

り
議
員
の
皆
さ
ん
方
か
ら
も
い
ろ
ん

な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
、
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

　

そ
う
は
言
い
な
が
ら
も
、
病
院
経

営
の
収
支
そ
の
も
の
は
、
他
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
で
賄
っ
て
い
る
。
た

だ
全
体
と
し
て
資
金
の
欠
如
に
は

な
っ
て
い
な
い
状
況
の
中
、
な
ん
と

か
病
院
経
営
を
や
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
ご
理
解
い
た
だ
け
る
と
思

う
。

　

今
後
建
物
が
老
朽
化
し
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
、
診
療
所

建
設
に
向
か
う
。
そ
う
い
う
中
、
や

は
り
医
療
の
質
を
少
し
ず
つ
上
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
る
。
現
在
、
院
長
一
人
で
頑
張
っ

て
く
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
そ
の
医

療
の
質
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
い

ろ
ん
な
要
素
が
絡
み
合
っ
て
い
く
。

一
人
か
ら
二
人
に
と
い
う
よ
う
な
こ

と
で
、
今
い
ろ
い
ろ
動
い
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
中
で
医
療

の
質
が
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
と

い
う
こ
と
も
私
は
見
極
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
に
お

い
て
、
今
た
だ
で
さ
え
他
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
が
あ
る
の
に
、
医
者
を

一
人
か
ら
二
人
に
と
い
う
の
は
、
は

た
し
て
ど
う
な
ん
だ
と
い
う
思
い
、

疑
問
も
出
て
く
る
か
と
思
う
が
、
や

は
り
今
一
人
で
頑
張
っ
て
い
て
、
土

日
、
祝
祭
日
も
ま
ま
な
ら
ず
、
取
れ

な
い
と
い
う
、そ
う
い
う
状
況
の
中
、

肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
先
生
一
人

だ
と
追
い
込
ま
れ
る
と
い
う
よ
う
な

状
況
も
あ
る
の
で
、
派
遣
の
先
生
で

対
応
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
な

か
な
か
そ
う
い
っ
た
ス
ト
レ
ス
も
拭

い
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
も
あ
る
の
で
、
も
う
一
度
申
し
上

げ
る
が
、
や
は
り
先
生
を
二
人
体
制

の
中
で
、
じ
っ
く
り
皆
さ
ん
と
、
患

者
の
皆
さ
ん
と
向
き
合
っ
て
、
医
療

の
質
を
高
め
て
い
く
。
そ
の
上
で
患

者
と
診
療
す
る
側
の
相
互
理
解
の
よ

う
な
も
の
が
で
き
あ
が
れ
ば
、
も
う

少
し
良
い
方
向
に
向
い
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
い
う
思
い
で
、
今
動
い

て
い
る
の
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。
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総務産業・文教厚生常任委員会町内合同所管事務調査

議会からのたより
第44号

　９月１１日に総務産業常任委員会と文教厚生常任委員会による町内合同所管事務調査（現地調査）
が行われ、現地調査活動として、北海道遠別農業高等学校和敬寮（増築分）、遠別漁港上架施設
を調査し、その後各常任委員会に分かれ、担当者への事情聴取が行われた。

事情聴取での調査活動事項

　現在の上架施設は、平成２９年度に実施設計を行い、令
和元年度までの３年間、総事業費約５憶３千万円で令和２
年１月に完成。４月から供用開始。施設の管理は、遠別漁
業協同組合が町から委託を受けて行っており、８月末までに
１９回上架している。年１回程度、整備等により上架施設を
使用し漁業閑散期に集中する。旧施設はリフト式で上架に
時間がかかり、漂砂による影響も受けやすく順番待ちであっ
たが、新施設はクレーン式で、船が入港してから船台に降ろ

すまで最短２０分から３０分程度で、漂砂の影響も受けず利便性が高く、上架が集中しても対応で
きる。遠別漁港は国が直轄する４種港であり、今後も北海道開発建設局、遠別漁業協同組合、町
と協議しながら漁港整備を進め、漁業環境が厳しさを増す中、遠別漁業の発展及び活性化に期待
する。また、新上架施設を多くの町民に見てもらえるよう、ひらめオーナー等のイベントを施設周
辺で開催するなど検討いただきたい。

総務産業常任委員会 －　遠別漁港 上架施設の状況について　－

　増築面積は、155.682㎡、木造平屋建。６部屋、１２名
収容。事業費は、建設工事、備品購入等合わせて 77,825
千円、トイレ、シャワー室も増築した。令和２年３月完成、
令和２年４月に道へ寄附し、４月より供用開始。増築前の寮
は、定員が２４名で、定数超過生徒は一般貸与住宅２軒を
借用し入居させていたが、寮と離れており一元的な管理が
困難であった。増築したことにより、最大３６名入寮可能に
なり、現在、寮生は２８名で、寮不足の解消、一元管理で

きる状態に改善され生徒指導の面において、管理者の負担も軽減されている。現在、増築した寮は
満室で、既存部分は数部屋空いているが、空き部屋は、インフルエンザ等の感染症にかかった生
徒が出た際の感染拡大防止対策として使用する。生徒募集については、今年も管内外の中学校へ
訪問しているが、卒業生が減少する中、道立高校の多数が定員割れをする状況であり、苦慮している。
遠別農業高等学校は、生徒の各種イベントへの参加、ふるさと納税返礼品の協力、さらにはマスメ
ディアを通して本町の知名度アップ等に貢献されている。遠別農業高等学校の存続・活性化、地域
活力の維持に向け、生徒募集に苦慮されているが、寮の整備及び町の様々な支援等をＰＲし、今後
も引き続き、関係機関等と連携し、生徒確保に当たっていただきたい。

文教厚生常任委員会 －　北海道遠別農業高等学校和敬寮（増築分）について　－
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議会からのたより
第44号

シリーズ

◎遠別町の住民をピックアップし、まちの印象や、行政、議会に対しての思いなどをインタビュー
し、議会活動に役立ていきます。

あとがき（白井委員）

　令和２年最後の議会だよりのあとがきを担当することになった。
　今年を振り返って見ると、記録的な少雪で雪解けが早く、春先
の農作業も順調に進み、新しい道の駅のオープンなど、活気ある
年となる事を期待していたが、新型コロナウイルス感染症により、
農業、漁業をはじめ、学校等様々な分野で多大な影響を受けた。
　コロナウイルス感染症の早い終息と令和３年は、良い年にな
ることを願うばかりである。

発行：遠別町議会
編集：議会報発行特別委員会

委 員 長　　小森　嘉孝
副委員長　　山下　　悟
委　　員　　白井　金治

　9 月 18 日、インタビュー実施の
際に撮影いたしました。

タ イ ト ル 写 真

えんべつ町民 独占インタビュー

　遠別４Ｈクラブは、岩戸亮介会長他９名の 10 名で活動し、今年度は、ポップコーン
プロジェクト、春小麦の栽培、７年間続けている町民農園のひまわり栽培、遠別農業高
校生徒と農業の魅力について話し合う『地域農業活性化フォーラム』、管内の 25 名の
会員による研修会『ファーマーズトーク in RUMOI』、北海道青年農業者会議の研修会、
遠別冬まつりへの出店を計画していましたが、新型コロナウイルス感染症の影響で、遠
別農業高校との『地域農業活性化フォーラム』が中止となり、会員はとても残念だと話
されていました。
　ひまわりが満開になった町民農園では、『誰が種をまいてるの』とか『とっても綺麗
に咲いている』などの声が聞こえてきて、会員の活力になっているとの事です。
　４Ｈクラブでは、北海道農業改良普及センターと一緒になって、多くの情報をもと
に、農業経営や農業技術について意見交換し、農業者とし
て独立していくためのノウハウを身に付けるとともに、ス
マート農業についても、留萌管内には先進地域もあり、今後、
必要不可欠な農業技術として認識のもと、ロボットトラク
ターなどのＩＣＴ技術をどう進めて行くべきか、導入も含
め色々な話し合いがされています。
　会員の中には、国の事業の『農業次世代人材投資事業』
に５名が認定を受け、うち１名は５年を経過し、町内にお
いて新規就農者として日々努力している方もいます。クラ
ブ員の方々は農業の基礎知識や経営者としての学習会、会
員相互の親睦を深め、情報交換、さらには、農業を通じて
地域の発展と新しい農業スタイルに雄大な希望を込め、４
Ｈクラブの理念をもとに活動・活躍しています。

（文責：小森委員長）

Vol.5

ひまわりの栽培

遠別４H クラブ ４Ｈの理念である、生産技術の腕を磨き、自らの頭で科学的
に物事を捉え、心から仲間を思い、心身共に健康を理念とし
て、農業界で最も年齢層が若い団体です。

地域農業活性化フォーラムの様子
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児童虐待防止対策の推進
１８９（いちはやく）

知らせて守る　こどもの未来
　児童虐待事案の取扱いは年々増加しており、尊い
子どもの命が奪われるなどの痛ましい事件が後を絶
ちません。
　「しつけのつもり」は親の言い訳に過ぎません。
　子どもの立場になって考え、虐待被害にあってい
る子どもの早期発見をお願いします。

　児童虐待の疑いを感じたら、迷わずに児童相談
所、警察、町に連絡してください。
　匿名でも構いません。
　あなたの連絡が児童虐待から子どもたちを救うこ
とになります。

（警察本部交通部交通企画課）
天塩警察署　℡２‐２１１０
遠別駐在所　℡７‐２１１０
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　これからの時期、暖房機器を使う頻度が多
くなると思いますが、次のことに注意して暖
房機器を正しく使いましょう。

①　洗濯物を暖房機器の近くで干さないよう
にしましょう！

②　暖房機器に給油するときは必ず火を消し
ましょう！

③　暖房機器の周辺に燃えやすい物を置かな
いようにしましょう！

④　暖房機器の周辺でスプレー缶を使用しな
いようにしましょう！

⑤　定期的に暖房機器の掃除をしましょう！

⑥　少しでも異常を感じたら使用しないよう
にしましょう！

警察署から警察署から
暖房機器の取扱いについて！！

消防支署から

消防消防署ホームページ
http://www.town.embetsu.hokkaido.jp/shobo/

〇子どもの泣き声や助けを求める声が頻繁に
聞こえる
〇子どもの身体に不自然な傷が多い
〇親を異常に怖がる、顔色をうかがっている
〇子どもの身体や衣服が汚れている
〇子どものいる前で親がよくけんかをしている
〇子どもを長時間放置して外出する
〇子どもを可愛がっていない、関わりを持とう
としない
〇家の中にゴミが散乱し、異臭がする
〇長時間理由不明の不在が続いている

近所にこのような子どもや
保護者はいませんか。
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※　上記の内容は変更になる場合がありますので、あらかじめ各自で確認してください。

11月 （November）
15㈰

16㈪ マナピィ・21 図書室休館

17㈫

18㈬

19㈭

20㈮

21㈯

22㈰ マナピィ・21 図書室休館

23㈪ 勤労感謝の日　/　マナピィ・21 図書室休館
スポーツセンター休館　/　すぱーく遠別休館

24㈫

25㈬

26㈭

27㈮

28㈯

29㈰

30㈪ マナピィ・21 図書室休館
献血（13：00 ～遠別町役場）

12 月 （December）
1 ㈫

2 ㈬

3 ㈭

4 ㈮

5 ㈯

6 ㈰

7 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

8 ㈫ ひよこタイム（10：00 ～子育て支援センター）

9 ㈬ 乳幼児健診（診察開始 13：30 ～健康管理センター）

10㈭

11㈮

12㈯
自動車運転免許更新時講習（豊富町）

13：00 ～優良
14：00 ～一般
15：30 ～違反

13㈰ マナピィ・21 図書室休館

14㈪ マナピィ・21 図書室休館

15㈫
特定健診 / 後期高齢者健診 / プレ・特定健診 /
生保健診 / 胃・肺・大腸がん検診 / エキノコック
ス症検診 / 肝炎検診 / 前立腺がん検診（生涯学
習センター マナピィ・21 ※完全予約制）

町のカレンダー ２０２０

○　ごみに関するご不明な点は、『ごみガイドブック』をご覧いただくか、西天北五町衛生施設組合（☎５－1154）
又は住民課生活広報係（☎７－ 2113）にお問い合わせください。

曜日 月 火 水 木 金

種類 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ 資源ごみ全般

紙おむつ等・衣類等
生ごみ

ペットのふん 農村地区のみ５種類を全部
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皆様のご意見・ご感想をお待ちしております。

町へひとことご意見箱 も ご利用ください。

〒098-3543
遠別町字本町３丁目３７番地 TEL

FAX
遠別町住民課生活広報係

（01632）７－2113
（内 線 113・114）
（01632）７－3695

E－mail：seikatsu.kouhou＠town.
　　　　 　　embetsu.hokkaido.jp

（記事や写真の無断転載は固く禁じます）

（令和２年10月31日現在）
（令和２年10月31日現在）

907
日目

人口

●男   1,233人（－5）
●女   1,319人（－6）

2,552人
（－11）

世 帯 1,317（－6）

今月の
納 税 11/30納期

固定資産税（3期）
国民健康保険税（5期）

　広報紙に掲載されている写真で、「画像データがほしい」と言う方がいらっしゃいましたら、役場１階生活広報係

までお越しください。

　ただし、あくまで個人用、保存用としていただける場合のみとさせていただきます。インターネット投稿やその

他掲示板等への掲載、その他の理由により、お渡しできない場合がありますのでご了承願います。（まったく関わ

りのない方や、遠別町に肖像権のない写真についてはお渡しできませんのでご了承ください。）

広報紙に載っている写真差し上げます広報紙に載っている写真差し上げます

自衛官採用試験のご案内
　令和２年３・４月採用の自衛官等の採用試験を行います。

感謝状贈呈＜10/7＞　ご厚意に感謝いたします
　（株）北海道グリーンメンテ

ナンス（代表取締役 大野 宇

樹）様が地域貢献活動として

町下水道マンホールポンプ所

の清掃を行い、笹川町長から

感謝状が手渡されました。

　（有）穀蔵組（代表取締役 穀

蔵 悦生）様が地域貢献活動と

して遠別町生涯学習センター

多目的ホールの壁モール清掃

を行い、笹川町長から感謝状

が手渡されました。

　堀松・興北・菊地経常建設共

同企業体様が地域貢献活動と

して富士見ヶ丘公園及び海水

浴場の木道、遊具の補修を行

い、笹川町長から感謝状が手

渡されました。

　萌州建設（株）（代表取締役 

畑中 修平）様及び萌州・堀口・

橋場経常建設共同企業体様が

地域貢献活動として道の駅駐

車場の標識及び安全施設の設

置を行い、笹川町長から感謝

状が手渡さ

れました。

■　自衛隊旭川地方協力本部 稚内地域事務所　☎０１６２－23－2721

種　目 推　薦
応募条件 　18 歳以上 33 歳未満
受付期間 　年間を通じて受付

種　目 推　薦 一　般

応募条件 　男子で中卒（見込含）１７歳未満の成績優秀かつ顕著な
実績を修め、学校長が推薦できる者 男子で中卒（見込含）１７歳未満の者

受付期間 令和２年１１月１日～１１月３０日 令和２年１１月１日～令和３年１月６日

試験日程 令和３年１月１０日・１１日のいずれか１日 ≪１次試験≫令和３年１月２３日
≪２次試験≫令和３年２月４日～７日のいずれか１日

合格発表日 令和３年１月２１日 ≪１次試験合格発表≫令和３年１月２９日
≪最終合格発表≫令和３年２月１８日

種　目 推　薦

試験科目 　筆記試験、口述試験、
適性検査及び身体検査

種　目 推　薦
試験日程 　受付時にお知らせ

合格発表日 　受付時にお知らせ

〇陸上自衛隊高等工科学校生徒採用試験

〇自衛官候補生採用試験


